
前
回
に
続
き
、小
川
一
眞
の
特
集
を
お
届
け
し
ま
す
。忍
藩（
埼
玉
県
行
田
市
）に
生
ま
れ
、写
真
と
出
会
い
、

ア
メ
リ
カ
で
最
新
の
写
真
術
と
印
刷
術
を
身
に
付
け
た
小
川
一
眞
は
、帰
国
後
、文
化
財
の
撮
影
な
ど
で
実
績
を
つ
く
り
、

さ
ら
に
コ
ロ
タ
イ
プ
で
た
く
さ
ん
の
写
真
集
を
印
刷
、出
版
し
て
い
き
ま
し
た
。次
は
ど
の
よ
う
に
行
動
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

「
明
治
の
メ
ディ
ア
王

小
川
一
眞
と
写
真
製
版
」展
開
催
中
で
す
！

特
集
1新

た
な
事
業
展
開

網
目
版
印
刷
の
導
入

小お

川が
わ

一か
ず

眞ま
さ

は
、1
8
9
3（
明
治
26
）
年
に
ア
メ
リ
カ
で

開
催
さ
れ
た
シ
カ
ゴ
万
国
博
覧
会
（
5
～
10
月
）に
あ

わ
せ
て
開
か
れ
た
、
万
国
写
真
公
会
の
委
員
と
し

て
、ま
た
、博
覧
会
の
会
場
風
景
を
撮
影
す
る
た
め

に
渡
米
し
ま
す
。
最
初
の
渡
米（
1
8
8
2
～
1
8
8
4

年
）か
ら
約
10
年
後
の
2
度
目
の
渡
米
で
し
た
。

博
覧
会
の
会
場
で
、日
本
政
府
は
日
本
の
品
位
と

威
厳
を
示
す
た
め
、
日
本
固
有
の
建
築
物
を
造
る

こ
と
を
決
め
、
宇
治
平
等
院
の
鳳
凰
堂
を
模
し
た

独
自
の
パ
ビ
リ
オ
ン
を
建
て
ま
し
た
。「
鳳
凰
殿
」

は
、
左
翼
が
藤
原
時
代
、
右
翼
が
足
利
時
代
、
中
堂

が
徳
川
時
代
を
象
徴
す
る
も
の
で
、そ
れ
ぞ
れ
に
内

装
が
施
さ
れ
、室
内
調
度
品
が
し
つ
ら
え
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
室
内
装
飾
は
東
京
美
術
学
校
が
担
当
し
、

美
術
・
調
度
品
は
帝
国
博
物
館
が
選
定
し
ま
し
た
。

小
川
は「
鳳
凰
殿
」に
解
説
書
が
な
い
こ
と
を
知

り
、現
地
で
英
語
の
解
説
書
、『ILLU
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』
を
印
刷
、出

版
し
ま
す
。
解
説
は
東
京
美
術
学
校
校
長
の
岡
倉

天
心
、
出
版
元
は
小
川
一
眞
で
す
。
小
川
は
コ
ロ
タ

イ
プ
印
刷
で
は
な
く
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
で
広
ま
り

つ
つ
あ
っ
た
、
網あ
み

目め

版ば
ん

印
刷
で
こ
の
解
説
書
を
製
作

し
ま
し
た（
❶
）。

網
目
版
印
刷
と
は

網
目
版
印
刷
は
、版
式
と
し
て
は
木
版
や
活
版
と
同

じ
「
凸
版
」に
分
類
さ
れ
ま
す
。
版
の
材
料
と
し
て

亜
鉛
、銅
、マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
な
ど
金
属
を
使
用
し
、今

で
は
樹
脂
を
使
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。「
網
目
版
」

と
は
、ス
ク
リ
ー
ン
を
使
用
し
て
網
点
を
形
成
す
る

こ
と
か
ら
そ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現

在
で
は
製
版
カ
メ
ラ
や
網
目
ス
ク
リ
ー
ン
を
使
わ
な

く
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、印
刷
業
界
で
は
写し
ゃ

真し
ん

凸と
っ

版ぱ
ん

と
い
う
呼
び
方
が
定
着
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
写
真

凸
版
の
大
ま
か
な
製
版
工
程
は
以
下
の
通
り
で
す
。

な
お
、写
真
に
あ
る
版
材
は
亜
鉛
で
す
。

①
網
点
に
変
換
し
た
画
像
デ
ー
タ
を
、感
光
膜
の

付
い
た
亜
鉛
板
に
レ
ー
ザ
ー
で
焼
き
付
け
る
（
露

光
）。
そ
の
後
、
ア
ル
カ
リ
性
の
現
像
液
に
浸
す
と
、

レ
ー
ザ
ー
が
当
た
っ
た
感
光
膜
は
版
に
残
り
、
当

た
っ
て
い
な
い
部
分
は
流
さ
れ
る（
現
像
）。〔
①
〕

②
エ
ッ
チ
ン
グ
装
置
に
版
を
セ
ッ
ト
し
て
、均
一
に

エ
ッ
チ
ン
グ
液
を
か
け
て
い
く
。
時
間
と
と
も
に
、感

光
し
て
い
な
い
部
分
は
腐
食
さ
れ
（
金
属
が
溶
け
る
）、

感
光
し
た
部
分
は
凸
状
に
残
る
。〔
②
〕

③
版
に
付
い
た
油
分
を
洗
い
流
し
、乾
燥
さ
せ
た

後
、浸
食
具
合
を
深
度
計
で
測
る（
約
０
・
７
５
～
０
・
８

㎜
が
適
正
値
）。
仕
上
げ
と
し
て
、
朴ほ
う

炭ず
み

な
ど
を
使

い
凹
凸
を
滑
ら
か
に
す
る
。
最
後
は
亜
鉛
板
の

感
光
膜
を
ア
ル
カ
リ
液
で
取
り
除
き
、
水
洗
、
乾

燥
さ
せ
て
完
成
。〔
③
〕

写
真
凸
版
の
印
刷
で
は
、凸
の
先
端
に
付
け
た
イ

ン
キ
を
紙
に
移
し
ま
す
。
よ
っ
て
、
凹
凸
を
形
成
す

る
②
の
工
程
が
特
に
重
要
で
、温
度
と
時
間
の
管
理

に
気
を
配
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

コ
ロ
タ
イ
プ
は
ゼ
ラ
チ
ン
の
版
面
に
で
き
た
小
じ

わ
（
レ
チ
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
を
利
用
し
、レ
チ
キ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
凹
部
に
入
っ
た
イ
ン
キ
の
付
着
量
に
よ
っ
て

階
調
を
表
現
し
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
写
真
凸
版

は
、
凸
部
の
先
端
の
大
小
、つ
ま
り
網
点
の
大
小
に

よ
っ
て
、
濃
淡
を
表
現
し
ま
す
。
写
真
凸
版
は
、
原

稿
の
中
間
色
（
白
と
黒
の
間
の
色
）の
再
現
性
で
は
コ
ロ

タ
イ
プ
に
劣
り
ま
す
が
、
金
属
版
を
使
用
す
る
た

め
、ガ
ラ
ス
と
ゼ
ラ
チ
ン
を
使
用
す
る
コ
ロ
タ
イ
プ
の

版
よ
り
も
耐た
い

刷さ
つ

力り
ょ
く

が
あ
り
ま
す
。ま
た
、版
式
は
凸

版
で
あ
る
た
め
、
活
字
と
一
緒
に
組
ん
で
、
文
字
と

図
像
を
一
度
で
印
刷
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。

事
件
の
報
道
で
本
領
を
発
揮
し
た

網
目
版
印
刷

小
川
は
帰
国
後
、
コ
ロ
タ
イ
プ
印
刷
に
加
え
、

1
8
9
4（
明
治
27
）
年
2
月
か
ら
網
目
版
印
刷
業
も

開
始
し
ま
し
た
。
小
川
の
技
術
は
、同
年
に
始
ま
っ
た

日
清
戦
争
の
報
道
に
役
立
て
ら
れ
、『
東
京
朝
日
新

聞
』で
採
用
さ
れ
ま
し
た
。1
8
9
4
年
6
月
16
日
の

本
紙
附
録（「
朝
鮮
国
京
城
全
図
」「
朝
鮮
陸
軍
兵
整
列
の
図
」

「
朝
鮮
陸
軍
の
領
官
」「
朝
鮮
陸
軍
の
隊
官
」）は
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト

判
サ
イ
ズ（
5
4
5
×
4
0
6㎜
）
で
発
行
さ
れ
ま
し
た

（
❷
）。
博
文
館
か
ら
同
年
8
月
30
日
に
第
一
編
が
出

版
さ
れ
た『
日
清
戦
争
実
記
』で
も
小
川
の
網
目
版

が
使
わ
れ
ま
し
た
。
巻
頭
に
は
有
栖
川
陸
軍
大
将
な

ど
軍
人
の
肖
像
写
真
が
掲
載
さ
れ
、「
小
川
一
眞
写

真
彫
刻
銅
版
及
印
刷
」の
記
載
が
あ
り
ま
す（
❸
）。

1
9
0
4（
明
治
37
）
年
に
始
ま
っ
た
日
露
戦
争
で

は
、日
清
戦
争
よ
り
も
は
る
か
に
多
く
の
戦
況
を
伝

え
、
戦
果
を
喧
伝
す
る
印
刷
物
が
製
作
さ
れ
ま
し

た
。
小
川
は
そ
の
一
端
を
担
い
、『
日
露
戦
役
写
真

帖　

全
』『
日
露
戦
役
海
軍
写
真
帖
』の
印
刷
を
網

目
版
で
手
が
け
ま
し
た（
❹
）。

小
川
が
網
目
版
で
印
刷
、
出
版
し
た
も
の
は
、
戦

争
報
道
に
関
す
る
も
の
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ジ
ャ
ン
ル
は
多
岐
に
わ
た
り
、「
三
陸
東
海
岸
大
海
嘯

被
害
図
」、『
富
士
山
』（
Ｈ
・
Ｇ
・
ポ
ン
テ
ィ
ン
グ
撮
影
）、『
創

業
十
周
年
記
念 

京
都
綿
子
ル
写
真
帖
』、『
故
伊
藤

公
爵
国
葬
写
真
帖
』、『
東
京
風
景
』、『
御
大
葬
儀

写
真
帖
』
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、日
清
戦
争
や

日
露
戦
争
に
関
す
る
印
刷
物
は
、コ
ロ
タ
イ
プ
で
も

印
刷
し
、『
日
清
戦
争
写
真
帖　A PH
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』、『
日
露
戦
役
写
真
帖　

第
二
軍 

第
壹
号
』な
ど
を
発
行
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
小
川
は
、
世
の
中
の
写
真
の
印
刷

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、よ
り
適
し
て
い
る
製
版
方

法
を
選
択
し
た
よ
う
に
見
え
ま
す
。
納
品
先
（
特
定

の
組
織
か
、日
本
の
一
般
読
者
か
、外
国
人
か
）、部
数（
数
百

部
な
の
か
、数
万
部
な
の
か
）、写
真
品
質
を
最
優
先
す

る
の
か
、納
期
を
最
優
先
す
る
の
か
、な
ど
印
刷
物

を
製
作
す
る
と
き
の
ポ
イ
ン
ト
を
考
慮
し
、コ
ロ
タ

イ
プ
印
刷
と
網
目
版
印
刷
、二
つ
の
写
真
製
版
を
自

在
に
使
い
分
け
ま
し
た
。

お
わ
り
に

―
献
納
さ
れ
た
印
刷
物

最
後
は
晩
年
の
コ
ロ
タ
イ
プ
印
刷
に
よ
る
大
作
の
一

つ
を
紹
介
し
ま
す
。
小
川
は
1
9
0
9（
明
治
42
）
年

に
竣
工
し
た
東
宮
御
所（
現
在
の
迎
賓
館
赤
坂
離
宮
）を

撮
影
し
、
そ
の
写
真
を
コ
ロ
タ
イ
プ
で
印
刷
し
ま
し

た
（
❺
）。
東
宮
御
所
の
造
営
に
関
わ
っ
た
人
々
の
労

に
報
い
る
た
め
、建
築
家
の
片か
た

山や
ま

東と
う

熊く
ま

が
小
川
に
命

じ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
写
真
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
た
小
川
で
す
が
、
や
は

り
コ
ロ
タ
イ
プ
印
刷
に
は
絶
対
の
自
信
が
あ
っ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
紹
介
し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

小
川
一
眞
の
仕
事
量
は
膨
大
で
、書
き
尽
く
す
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
展
覧
会
会
場
に
て
、
明
治
の

メ
デ
ィ
ア
王
が
写
真
製
版
で
製
作
し
た
印
刷
物
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。（

印
刷
博
物
館　

学
芸
員　

川
井
昌
太
郎
）

①露光した亜鉛板をアルカリ性の現像液に浸す

②エッチング装置に版をセットする

③浸食具合を深度計で測る
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